
 
 
１ 地域安全マップとは 

  子どもの安全を守るためには、安全教育を充実し、子ども自身が危険を予測し、回避

できるような資質や能力を育てることが不可欠で、登下校や地域での遊びや生活の中で

の犯罪被害防止が安全確保に役立ちます。その方法の一つとして有効なのが、児童生徒

が関わって防犯・防災や交通安全の内容を総合してマップに掲載する地域安全マップの

作成です。次の一般的な作成方法を参考に、各学校独自の形式や方法で地域安全マップ

を作成し、活用されるようお願いします。 
 
２ 地域安全マップの作成方法（例） 

 
  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

マップの作成（別紙作成例参照） 

１ 大判の模造紙等に、道路や建物を書く。

（地図を利用してもよい） 
２ イラストや写真貼付、吹き出し等で危

険な場所や安全な場所等の留意事項を記

入 

現場を見て調査する 

１ グループ等で分担して作成（様々な学年を組み合わせたグループや親子一緒等）

２ 地域の人の意見や情報を得る（インタビューも有効）。 
３ カメラの活用 
４ 専門的な助言として警察官の協力を得る。 
５ 活動時の安全確保にも留意する。

作成や活用の機会                

学級活動、生活科、総合的な学習の時間、児童会・生徒会活動等、児童生

徒自身の参加により作成することが効果的

発表会等の開催 

１ 形態は学年、クラス、全校等 
２ 地域の人たちや、警察、行政機関など

の提言を受ける。 

安全な場所 

（駆け込みができるところ） 

１ こどもを守る安心の家 
２ 警察署・交番 
３ 病院、銀行、郵便局、商店等 

パ ビ 等

危険な場所 

１ 人通りが少ない、暗い場所 
２ 道路が狭い、見通しが悪い場所 
３ やぶ、路地、倉庫、空き屋、マン

ションの階段など人が身を隠しやす

い場所 
４ 公園や空き地など人が入りやすい

場所 
５ 落書きやゴミが散乱している場所 
            等 

通学路や地域の安全点検を定期的（毎学期

ごと）に実施したり、必要に応じて随時実施

し、マップを修正することが望まれる。 

防犯上好ましくない状況が

発見された場合は、関係機関と

連携をとり、常に通学路や地域

の環境整備を行う。 

みんなでつくる地域安全マップ 

マップの作成範囲を決める 

・学校周辺  ・校区内を分担  ・校区全体  ・自分の通学路 等 


